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➡

◆ 常任委員会の閉会中の所管事務調査 【 可決 】
◆ 議員派遣 【 可決 】

（5） そ の  他　　《2件》

令和６年第４回定例会は、１２月６日招集され、１２日までの７日間の会期で開催しました。
今期の定例会では、８名の議員が町政等について一般質問をおこないました。
なお、議決された案件の大要及び審議結果は次のとおりです。

① 吉野町手数料条例の一部改正 【 可決 】
町県民税所得証明書・町県民税（非）課税証明書を
コンビニ交付開始するにあたり、コンビニ等に設置
されている多機能端末機における交付手数料を追
加設定する改正

② 吉野町子ども・子育て会議条例の一部改正 【 可決 】
子ども・子育て支援法の改正に伴う字句の改正

③ 吉野町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部改正 【 可決 】
こども家庭庁の設置及び家庭的保育事業等の設備
及び運営に関する基準の改正等に伴う字句の改正
及び経過措置

④ 吉野町中竜門活性化施設の設置及び管理に関する
条例を廃止 【 可決 】
吉野町中竜門活性化施設については、農林産業の
振興と活性化を目的に建設し活用してきたが、今後
の利活用を検討した結果、施設としての役割を終了
させることが適当であるとの結論に達したため、上
記条例を廃止したいので、本条例を廃止する

⑤ 吉野町役場の位置を定める条例の一部改正【 否決 】
吉野町役場を現在の位置から旧吉野北小学校跡地
に変更する改正

⑥令和６年度吉野町一般会計補正予算（第３号）の専決
処分 【 承認 】

  ・補正規模　1,248万1千円
  ・予算総額　63億8,947万7千円
  ・歳入　▶衆議院議員総選挙費委託費(1,238万1千
円)、▶最高裁判所裁判官国民審査委託金(10万円)

  ・歳出　▶衆議院議員総選挙事業(1,248万1千円)
⑦ 令和６年度吉野町一般会計補正予算（第４号）【可決】
  ・補正規模　1,400万円
  ・予算総額　64億347万7千円

  ・地方債 ▶河川整備を目的とする起債の限度額500
万円を追加、▶公共土木施設災害復旧を目的とする
起債の限度額90万円を追加

  ・歳入 ▶土木施設災害復旧費負担金(210万円)、
▶繰越金(600万円)、▶緊急浚渫推進事業債(500
万円)、▶現年発生補助災害復旧事業債(90万円)

  ・歳出 ▶職員給与費(△406万円)、▶協働のまちづ
くり推進事業(576万円)、▶電算管理事業(330万
円)、▶交通安全施設事業(100万円)、▶河川整備事
業(500万円)、▶現年補助災害復旧事業(300万円)

⑧ 奈良県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体
数の減少及び奈良県市町村総合事務組合規約変更

【 可決 】
令和７年３月31日をもって奈良県広域水質検査セ
ンター組合が解散され、奈良県市町村総合事務組
合から脱退することになるため、同組合を組織する
地方公共団体の数が減少することから、同組合規
約の一部を変更する

（1） 条　　例　　《5件》

令和6年第4回定例会

議 会 だ よ り

   

（4） 選　　挙　　《1件》
◆ 奈良県広域水道企業団議会議員の選挙 【 選挙 】
奈良県広域水道企業団規約第５条第２項の規定に
より、町議会議員から選出する議員について1名
の選出となり選挙がおこなわれました

　選出議員　　辻内 正誠 議員

（3） 規　　約　　《1件》

（2） 予　　算　　《2件》

➡

補正予算を含む議案他を可決・吉野町役場の位置を定める条例の一部改正を否決
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吉野町役場の位置を定める条例の一部改正に関する意見の要旨

山本 義史 議員 【反対】　 
新庁舎の場所は、町民・職員・来庁者の利便性を考え、
「人口重心」の考え方が一般的。また、1,260名の請願書
を、もっと重要視しなければいけない。さらに、旧吉野北
小学校のある地域は市街化調整区域である。旧吉野北
小学校は、教育・生涯学習等を考えるべきである。

辻内 正誠 議員 【賛成】 
新庁舎整備構想には、中央公民館に町民税務機能、産
業、観光、空き家や移住に関係する課が残り、平時におい
て周辺住民には大きな変化がおこらない。また、現庁舎
跡を駐車場として使うことにより、中央公民館での活動
や周囲の空き家対策などが進め易くなるため賛成する。

上滝 義平 議員 【反対】　 
吉野の発展は、官公庁が揃っている吉野地区と上市地
区を拠点として、吉野町全体を発展させていくべきだと
思っているので、吉野北小学校へ本庁舎を移すというよ
うなことは、私は考えていないので反対する。

中西 利彦 議員 【賛成】 
請願書が提案され場所だけで町民をニ分してはいけな
いということ。また、町民の命を守る役割を果たすため
に、職員が安全・安心に働くことができると共に、迅速な
対応が可能な災害対策拠点としての庁舎整備を一日も
早く実現するため賛成する。

上 麻里 議員 【反対】　 
あまりにも強硬すぎる、議論不足、説明不足、住民の理
解を得られていないので反対します。

藤本 昌義 議員 【賛成】 
新庁舎整備検討審議会の基本構想の策定について、十
分な審議を重ね審議会での答申を尊重するべきと考え
る。構想は役場の位置だけでなく吉野町のまちづくりを
重視した内容である。また、香束庁舎を役場へ移転でき
分散の一つの庁舎を減らす利点もある。西澤 巧平 議員 【賛成】　

吉野地域と龍門地域から賑わいの施設をつくってほし
いという要望書が４通提出されている。行政サービスの
変革・新庁舎整備検討審議会の答申も出たことから、職
員や住民の安全を確保するという観点で防災性を優先
して賛成する。
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一目でわかる審議結果一目でわかる審議結果
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（3）
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議案名又は内容

①
②

③

④
⑤
⑥
⑦

⑧ 奈良県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体数の減少
及び奈良県市町村総合事務組合規約変更

※１　地方自治法第４条第３項の規定により、出席議員の３分の２以上の同意を必要とする特別多数議決の採決となり議長も議決
に加わります。

※２　議長は裁決に加わりません。

吉野町手数料条例の一部改正

吉野町子ども・子育て会議条例の一部改正

吉野町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部改正

吉野町中竜門活性化施設の設置及び管理に関する条例を廃止

吉野町役場の位置を定める条例の一部改正(※１)

令和６年度吉野町一般会計補正予算（第３号）の専決処分

令和６年度吉野町一般会計補正予算（第４号）
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否決

承認

可決

可決

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

全　　会　　一　　致

【○＝賛成　 ●＝反対 　ー＝欠席 　△＝棄権】  

● 〇 〇 ● ● ● 〇 〇 〇
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➡

◆ 常任委員会の閉会中の所管事務調査 【 可決 】
◆ 議員派遣 【 可決 】

（5） そ の  他　　《2件》

令和６年第４回定例会は、１２月６日招集され、１２日までの７日間の会期で開催しました。
今期の定例会では、８名の議員が町政等について一般質問をおこないました。
なお、議決された案件の大要及び審議結果は次のとおりです。

① 吉野町手数料条例の一部改正 【 可決 】
町県民税所得証明書・町県民税（非）課税証明書を
コンビニ交付開始するにあたり、コンビニ等に設置
されている多機能端末機における交付手数料を追
加設定する改正

② 吉野町子ども・子育て会議条例の一部改正 【 可決 】
子ども・子育て支援法の改正に伴う字句の改正

③ 吉野町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部改正 【 可決 】
こども家庭庁の設置及び家庭的保育事業等の設備
及び運営に関する基準の改正等に伴う字句の改正
及び経過措置

④ 吉野町中竜門活性化施設の設置及び管理に関する
条例を廃止 【 可決 】
吉野町中竜門活性化施設については、農林産業の
振興と活性化を目的に建設し活用してきたが、今後
の利活用を検討した結果、施設としての役割を終了
させることが適当であるとの結論に達したため、上
記条例を廃止したいので、本条例を廃止する

⑤ 吉野町役場の位置を定める条例の一部改正【 否決 】
吉野町役場を現在の位置から旧吉野北小学校跡地
に変更する改正

⑥令和６年度吉野町一般会計補正予算（第３号）の専決
処分 【 承認 】

  ・補正規模　1,248万1千円
  ・予算総額　63億8,947万7千円
  ・歳入　▶衆議院議員総選挙費委託費(1,238万1千
円)、▶最高裁判所裁判官国民審査委託金(10万円)

  ・歳出　▶衆議院議員総選挙事業(1,248万1千円)
⑦ 令和６年度吉野町一般会計補正予算（第４号）【可決】
  ・補正規模　1,400万円
  ・予算総額　64億347万7千円

  ・地方債 ▶河川整備を目的とする起債の限度額500
万円を追加、▶公共土木施設災害復旧を目的とする
起債の限度額90万円を追加

  ・歳入 ▶土木施設災害復旧費負担金(210万円)、
▶繰越金(600万円)、▶緊急浚渫推進事業債(500
万円)、▶現年発生補助災害復旧事業債(90万円)

  ・歳出 ▶職員給与費(△406万円)、▶協働のまちづ
くり推進事業(576万円)、▶電算管理事業(330万
円)、▶交通安全施設事業(100万円)、▶河川整備事
業(500万円)、▶現年補助災害復旧事業(300万円)

⑧ 奈良県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体
数の減少及び奈良県市町村総合事務組合規約変更

【 可決 】
令和７年３月31日をもって奈良県広域水質検査セ
ンター組合が解散され、奈良県市町村総合事務組
合から脱退することになるため、同組合を組織する
地方公共団体の数が減少することから、同組合規
約の一部を変更する

（1） 条　　例　　《5件》

令和6年第4回定例会

議 会 だ よ り

   

（4） 選　　挙　　《1件》
◆ 奈良県広域水道企業団議会議員の選挙 【 選挙 】
奈良県広域水道企業団規約第５条第２項の規定に
より、町議会議員から選出する議員について1名
の選出となり選挙がおこなわれました

　選出議員　　辻内 正誠 議員

（3） 規　　約　　《1件》

（2） 予　　算　　《2件》

➡

補正予算を含む議案他を可決・吉野町役場の位置を定める条例の一部改正を否決
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吉野町役場の位置を定める条例の一部改正に関する意見の要旨

山本 義史 議員 【反対】　 
新庁舎の場所は、町民・職員・来庁者の利便性を考え、
「人口重心」の考え方が一般的。また、1,260名の請願書
を、もっと重要視しなければいけない。さらに、旧吉野北
小学校のある地域は市街化調整区域である。旧吉野北
小学校は、教育・生涯学習等を考えるべきである。

辻内 正誠 議員 【賛成】 
新庁舎整備構想には、中央公民館に町民税務機能、産
業、観光、空き家や移住に関係する課が残り、平時におい
て周辺住民には大きな変化がおこらない。また、現庁舎
跡を駐車場として使うことにより、中央公民館での活動
や周囲の空き家対策などが進め易くなるため賛成する。

上滝 義平 議員 【反対】　 
吉野の発展は、官公庁が揃っている吉野地区と上市地
区を拠点として、吉野町全体を発展させていくべきだと
思っているので、吉野北小学校へ本庁舎を移すというよ
うなことは、私は考えていないので反対する。

中西 利彦 議員 【賛成】 
請願書が提案され場所だけで町民をニ分してはいけな
いということ。また、町民の命を守る役割を果たすため
に、職員が安全・安心に働くことができると共に、迅速な
対応が可能な災害対策拠点としての庁舎整備を一日も
早く実現するため賛成する。

上 麻里 議員 【反対】　 
あまりにも強硬すぎる、議論不足、説明不足、住民の理
解を得られていないので反対します。

藤本 昌義 議員 【賛成】 
新庁舎整備検討審議会の基本構想の策定について、十
分な審議を重ね審議会での答申を尊重するべきと考え
る。構想は役場の位置だけでなく吉野町のまちづくりを
重視した内容である。また、香束庁舎を役場へ移転でき
分散の一つの庁舎を減らす利点もある。西澤 巧平 議員 【賛成】　

吉野地域と龍門地域から賑わいの施設をつくってほし
いという要望書が４通提出されている。行政サービスの
変革・新庁舎整備検討審議会の答申も出たことから、職
員や住民の安全を確保するという観点で防災性を優先
して賛成する。
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⑧ 奈良県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体数の減少
及び奈良県市町村総合事務組合規約変更

※１　地方自治法第４条第３項の規定により、出席議員の３分の２以上の同意を必要とする特別多数議決の採決となり議長も議決
に加わります。

※２　議長は裁決に加わりません。

吉野町手数料条例の一部改正

吉野町子ども・子育て会議条例の一部改正

吉野町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部改正

吉野町中竜門活性化施設の設置及び管理に関する条例を廃止

吉野町役場の位置を定める条例の一部改正(※１)

令和６年度吉野町一般会計補正予算（第３号）の専決処分

令和６年度吉野町一般会計補正予算（第４号）
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全　　会　　一　　致
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【○＝賛成　 ●＝反対 　ー＝欠席 　△＝棄権】  

● 〇 〇 ● ● ● 〇 〇 〇
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中西 利彦

子育て支援について 通学バスについては、利用方法及び利用料金の無
償化について検討しているところである。給食費

については国・県の子育て支援に関する施策の動向を注
視しながら今後の町の施策に活かしていく。現在、「子ど
も・子育て会議」を開催し、第３期子ども・子育て支援事業
計画の策定を行っている。

A

●要望書・請願書等の取扱いについて

●ハラスメント防止法について

藤本 昌義

他の質問

通学バス、給食等の現状と更なる支援の有無、今
後の子育て支援の方針・計画等について伺う。Q

吉野町の「まちづくり」
計画について

今後のまちづくりに向けて、歴史や自然を活かし

た子どもたちの未来のためのグランドデザイン

を描きたい。特に官民連携、関係人口の増加及び地域

交通の充実等の課題解決に向けた取組を中心に、住民

のアイデアも活かしながら地域を活性化するとともに、

各地区の拠点を形成し、人と経済が循環する町を目指

した内容とし、その実現に向けて取り組んでいく。

A

吉野町にとって未来に希望が持てるまちづくりが
必要不可欠と考える。人口減・高齢化等の現状の

中で町全体のまちづくり、また各地域の特性を活かした
まちづくりをどう計画し具現化するのか。その計画内容
と実現性について伺う。

Q

上滝 義平

デマンドバス、
乗合タクシーの運行に
ついて（第３回目）

スマイルバスの運行について、路線定期運行から

デマンドバスに変更し、利用者の方からは一定の

評価は頂いているが、さらなる利便性の向上に努めた

い。また、南奈良総合医療センターへのアクセス向上に

向けた乗合タクシーの実証実験については、運行形態

や運賃等を検証し、今後の運行につなげていきたい。

A

南奈良総合医療センターまでの通院に関して、予
約型乗合（デマンド）バスや乗合タクシー制度な

ど、様々検討いただいている。更なる利便性向上に向け
て、現在の取り組み状況について伺う。

Q
学バ 給

下中 一平

森林環境譲与税の
使途について

森林環境譲与税は、「森林環境税及び森林環境譲

与税に関する法律」に則り、令和元年より森林整

備及びその促進に関する施策の財源とし、令和元年度

から令和5年度までで、135,020千円の譲与を受け、施

業放置林の間伐事業や森林情報整備を行っている。今

後は、現在の事業を継続すると共に人材育成の財源に

も検討していく。

A

令和元年から始まった森林環境譲与税の使い道
と成果、また今後の森林環境譲与税の使い方に

ついて伺う。

Q

上 　麻里

吉野町のおもてなし
町内には公衆トイレは２４箇所あり、そのうち吉野
山には１０箇所設置されている。吉野町だけでは

なく、環境省や奈良県が設置したトイレもある。観光客
の皆さんに気持ちよく使用していただくために、清掃な
どの維持管理が大切であると考えている。予算も含め
て計画的に改修工事を進めていきたい。庁舎のトイレに
ついても、最低限の改修をしていく。

A

吉野町を訪れた方が気持ち良く過ごし、また来た
いと感じていただく重要なキーワードにトイレに

気を遣っている街もたくさんある。本町の計画について
伺う。

Q
他の質問

一 般 質 問 議員の日常の活動と町民の声や自身の考え方をもとに、町長や教育長などへ方針を
問うものです。下記のとおり8名の議員が町政について質問しました。

辻内 正誠

いつまでも安心して
暮らせる町について

防災対策については、住民ひとりひとりの災害に
対する備えが充実していくような取組みを進めて

いきたい。
　デマンドバスについては、今後、他の地域の事例を参
考にしながら、更なる満足度の向上に努めたい。
　通学バスについては、利用方法及び利用料金の無償
化について検討しているところである。

A

●旧吉野小学校跡地の利活用について

●防災と減災について（その４）
　その時吉野町は何をしたか

他の質問

• 命をつなぐ防災対策について
•デマンドバスを玄関まで

•通学バスの無料化や教育にかかる負担を軽く

Q 命

西澤 巧平

旧吉野小学校跡地の
プロポーザル募集に
関して（その２）

公募開始前において募集要項で明示する内容に

ついては、法律に抵触することになるため説明で

きなかった。また、公募前には一般的な公募型プロポー

ザルの流れについて説明し、事業者選定委員会の結果を

踏まえ、町として政策会議で優先交渉権者を決定した旨

を、１０月の全員協議会において、募集開始から基本協定

締結までの流れとして報告した。

A

法的適合調査（8,400万円の債務負担行為）を実
施する会社が、公募で優先交渉権を得た会社で

ある旨の説明が過去に無かったのはなぜか。また、事業
者選定プロセスの最終決定が、役場の政策会議である
旨の説明が過去にあったのかに関して明確にしていた
だきたく理事者の回答を求める。

Q

山本 義史

災害時の避難訓練に
ついて

災害時を想定した避難訓練については、大字単
位・校区単位での避難訓練や防災学習会を企画実

施していただけるよう、全区長等を対象とした研修会を
１１月に実施したところである。これを新たな契機として、
地域や関係機関と連携をはかり、「命を守る行動」や「地
域防災力の向上」につながる訓練や学習会を実施してい
きたい。

A

災害時の避難訓練について、今後どのように考え
ているのか。Q

他の質問
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